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 新型コロナウイルス感染症の拡大を受けて、様々な面で制約を受けながら始まった令和２年度も折り返し地点を過ぎよ

うとしています。 

学校では、９月末までは全校生徒が体育館に集まるような“密”を避けるということで、７月の学校祭は残念ながら中

止となりました。（学校祭の代替となる「東翔大運動会」を１０月７日に実施予定です。） 

また、全校集会や生徒総会といった行事は生徒が各教室にいる状態で放送により実施したり、例年６月に実施している

避難訓練も、雨天時には屋外ではなく、体育館に避難する形態であることから、１０月に延期して実施する予定です。 

まだまだ先が見えない状況ですが、生徒には今できることを確実に進めていってほしいと思います。 

第3号 

 ９月２４日（木）５・６校時、１年次『産業社会と人間』の時間では、平成２２年３月～３１年３月に本校を卒業した

先輩１０名を招いて、例年実施している「先輩の話を聞く」を実施しました。今年度は、看護、調理、幼児教育、工業（製

鉄）、販売、事務、介護、行政（公務員）、芸能（シンガーソングライター）といった分野で働いている方々や大学生（室

蘭工業大）を迎えました。 

 ５校時は、１年次の生徒が全員体育館に集まり、１０名の先輩方の自己紹介や高校時代の思い出、現在職場や学校でど

んなことをしているのかといった話に耳を傾けながら、熱心にメモをとる姿が印象的でした。また、シンガーソングライ

ターとして活躍している先輩の生歌（弾き語り）を聴くこともできました。 

 

 ６校時は、１年次の生徒は１０教室に分かれ、それぞれが希望する分野について、先輩から座談会形式でさらに細かく

突っ込んだ経験談やアドバイスを聞くことができました。 

 

  生徒には今後の職業選択の参考にしてもらいたいと思いますし、将来は各分野で活躍して、聞く立場ではなく話す立

場としてこの行事に参加してほしいと思います。 


